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この1年はFSSC22000の
認証取得が大幅増

　食品安全マネジメントシステムとして
2005年に発行されたISO22000の認
証取得件数（セクター数）は、年々増加
し、2013年2月末でJAB認証で約555
件、非JAB認証をあわせると約780件
の認証が行われているとみられる（図
1）。一方、FSSCは昨年同時期の70件
から、今年2月末で370件（組織数では
約300件と推定される）と大幅に伸びて
おり、この1年は多くがFSSC認証を目
指したことがわかる。この1年の認証取
得組織のうちISO22000のみの取得に
とどまったのは現在FSSCのセクターに
ない業種など特殊な場合だ。FSSC認
証とISO22000認証を切り離している審
査機関もあるが、FSSCを取得した折に

ISO22000の認証登録も行うケースが
多く、新たにFSSCの認証を取得した企
業のうち半数以上はISO22000の認証
も取得しているとみられる。
　FSSC22000の認証登録はコカ社の
ボトラーが先陣を切り2010年から始ま
り、原料サプライヤー、容器サプライヤ
ーと拡がりを見せて昨年秋まで増加し
てきたが、同社への直接のサプライヤ
ーがほぼ認証取得を終了した現在は、
原料サプライヤーの取り引き会社へと
拡がり、さらに海外への輸出を考えて
認証取得を目指す企業や、大手流通と
の取り引きを考慮しての取得へと拡がり
を見せている。
　FSSC22000の認証件数の増加は世
界の中でも東アジア（とくに日本と中国）で
顕著で、2013年1月末現在の認証セク
ター数では中国（384）、日本（376）、米国

（372）がトップ3と
して競ってる。
　 FSSC は 食 品
の国際流通に大
きな影 響 力を持
つ GFSI が 食 品
の安全確保のた
めのベンチマー
ク規格としている
もので、コカ社の
サプライヤーへ
の認証取得要請
で一挙に国内に
広がった。GFSI
がベンチマーク
とする規 格 は 、

FSSC22000以外にもSQF（レベル2）や
BRC、IFS、Global Gapなどがあり、こ
れらは食品の安全管理という点では同
じだが全体の構成要素は多少異なり、
ISO22000とPAS220の組み合わせとい
うわかり易さとISO22000の審査を行っ
ていたJAB認定機関がこぞって審査を
開始したことでFSSC22000が日本では
最も広がっている。

FSSC22000の認証は　
増え続けるか？

　また、2011 年に制 定され 、昨 年
から日本でもFDAの試 験 的 査 察が
始まっている「米国食品安全強化法

（FSMA）」では 、 バ ザ ード分 析と
予防措置、モニタリング、検証などの
HACCP的な管理とともにマネジメント
要素が求められており、現時点では
ISO22000やFSSC22000との関 連に
ついては触れられていないが、当然内
容的にはFSMAで求められる管理と
ISO22000 や FSSC22000 は 近 いとこ
ろにあり、米国輸出を考えた場合にも
ISO22000、FSSC22000の認証取得は
役に立つ可能性はある。
　流通・メーカーとの取り引きや輸出が
しやすくなるなどのFSSCの認証のメリ
ットが考えられる一方で、これ以上の拡
がりを疑問視する声もある。
　FSSC認証取得件数は、向う1年は
増えそうだが、その先の動きは予測し
づらい。現在、GFSIベンチマーク規格
を納入先に要請しているコカ社やイオン

（一部製品で要請）以外のGFSIメン
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図1　国内のISO22000のとFSSCの登録セクター件数の推移

　食品安全マネジメントシステムはGFSI承認規格の登場でさらに新しい局面を迎えている。食品業界では05年に発行された
ISO22000が普及し始めていたが、食品の国際流通に大きな影響を持つGFSIが食品安全確保のためのベンチマーク規格とし
てFSSCやSQFなどを掲げ、サプライチェーン全体での活用を呼びかけ始めたことで、GFSI承認規格が大きな影響力を持つよ
うになった。この1年はFSSC認証取得の動きが加速化し、大きく取得件数も伸びたが、今後もFSSCが伸び続けるかについて
は不透明だ。本稿では、食品安全マネジメントシステムの国内の現状と今後を探る。


